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本誌は，日本語名を『白山人類学』，英語名を Hakusan Review of Anthropology と称し，
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a-c は 400 字詰め横書き原稿用紙で概ね 60 枚以内，d は 30 枚以内，e-g は 15 枚以内とす
る。いずれも未発表のものに限る。原稿には論文タイトル，投稿者の氏名，所属機関，所
属機関，連絡先（電子メールアドレス），英語タイトル，ローマ字氏名，所属の英語名を付
記すること。a および b には，200-500 語程度の英文要旨，日本語および英語のキーワード
をつける。 
4. 原稿の作成・投稿の手続き 
(1)  原稿の作成にあたっては，本誌の執筆要項に従うこと。 
(2)  使用言語は日本語または英語に限る。日本語については，できるだけ常用漢字･新かな
づかいを使用する（英語論文の執筆要領等については，編集委員に相談すること）。 





























(1)  原稿料の支払いはしない。 




8. 原稿の送付先・問合せ先（2014 年度） 
〒112-8606 東京都文京区白山 5-28-20 
『白山人類学』編集委員 
東洋大学社会学部 植野弘子（編集委員長） 長津一史 
























1-4  投稿原稿の MS ワードの設定は，A4 版，横書き，余白：上下左右 30mm，一行の文
字数：38 字，行数：40 行，行間：1 行，フォントサイズ：11 ポイント，用紙の端か
らの距離：ヘッダー・フッターともに 15mm とすること。 
1-5  日本語は，章の表題，節の表題については全角 MS ゴシック，本文および脚注文に
ついては全角 MS 明朝を使用する。 









(1)  日本語タイトル 
(2)  日本語氏名 
(3)  日本語所属（＊＊大学＊＊研究科等） 
(4)  電子メールアドレス 
(5)  英語タイトル 
   *英語タイトルについては編集委員の責任で変更を加えることがある。 
(6)  ローマ字氏名 
(7)  所属の英語名 
  *なお，最終原稿において所属は，氏名の末尾に上付きアスタリスク（＊，日本語氏名
末は全角 MS 明朝，英語氏名末には半角 century）を付して，脚注ブロックにアスタリ
スク（半角 century）を入れ，半角スペースをあけて，所属のみを日本語で，続けて全
角セミコロン（；）の後に，所属・住所/電子メールアドレスを英語で記す。 
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例:  
 東洋大学社会学部；Faculty of Sociology, Toyo University, 5-28-20, Hakusan, 
Bunkyo, Tokyo, 112-8606/  hakusantarou@toyo.jp 
(8)  英文要旨（200-400 語程度） 
(9)  日本語キーワード（5 語前後） 











2-2  章・節等の表記は，以下のとおりとする。 
(1)  章番号は，半角ローマ数字（I，II…，フォントは century）で示す。 
(2)  節番号は，半角アラビア数字（1，2…，フォントは century）で示す。 
(3)  節以下を細分する場合には，(1)／1-1／1.1，(2)／1-2／1.2.…などを適宜用いる（書式
は統一すること）。 
(4)  章，節には数字だけではなく必ず表題をつける。 
(5)  章のローマ数字は，全角特殊文字（Ⅰ，Ⅲ，Ⅳなど）を用いず，必ず半角 century（I，
III，IV など）で入力すること。II，IV，IX などは，I，V，X などの組み合わせで入力
する（例: IV は“ I ”と“ V ”を組み合わせる）。 
(6)  章と節の数字の後ろに点はつけず，半角 2 文字分のスペースを入れて表題を記す。 
(7) 章見出しの前と後ろの行にはそれぞれ 1 行分の空行を，節以下の見出しの前の行には 1
行分の空行を入れること。 
3. 日本語文章の表現 
3-1  本論では，現代かなづかい（ただし引用文は原文どおり）を用いる。 
3-2  字は新字体を用い，難しい漢字はなるべく避ける。 
3-3  接続詞，副詞，助動詞，代名詞はなるべくかな書きにする。 
例: 所謂→いわゆる 丁度→ちょうど 又→また，但し→ただし 
3-4  繰り返しの記号のうち，かな文字の反復記号（ゝ等）は避け，漢字の反復記号（々）
は用いる 。 
例: あゝ→ああ 人人→人々 









えば，①は(1)，Ⅲは III とする。 
3-9  名詞を並列する場合は，全角カンマ（ ， ），ナカグロ（ ・ ）を適宜，用いる。 







桁を区切る半角カンマ（ , ）をいれる。 
例：1990 年，3,120 人，一流，第二次世界大戦 
4-2  分数は，3 分の 1，20 分の 7 のように示す。パーセントは%（半角 century）とする。 
4-3  数の幅は半角ハイフン（ - ）を用いる。 
例: 3-6 人，1880-90 年 




半角スペース 2 文字，表題の順で記す。 
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［加藤編 2004］／［植野・蓼沼編 2000］ 
［Hefner ed. 2002］／［Hefner and Horvatich eds. 1997］ 
(3)  編著者が複数の文献を参照／引用した場合は，編著者名を次のように記載する。日本語
文献については，ファミリーネームをナカグロでつなぐ。英語等の文献については，編
著者が 2 人であれば，編著者のファミリーネームを“and”（または and に相当する当該
言語の単語）でつなぐ。編著者が 3 人以上であれば，編著者のファミリーネームをカン
マでつなぎ，最後の編著者のファミリーネームのみ“and”でつなぐ。“&”は使用しない。 
(4)  同じ文献の異なる箇所を表記する場合は，半角カンマ（ , ）で参照箇所を分ける。 
例: 
［末成 1999: 387-389, 404］ 
(5)  異なる文献を同時に表記する場合は半角セミコロン（ ; ）を用いる。 
例:  






［外務省（オンライン） 2014］／［Department of Statistics, Malaysia (online) 2014］ 
 (7) ibid，op. cit，前掲書などの表記は用いない。 








(3)  複数の編著者の欧米語文献を記す場合，第 1 編著者については，氏名を倒置させてラス
ト･ネーム，ファースト･ネームの順とするが，第 2 編著者以降については，氏名を倒置
させない（ただし本文中の引用では，編著者のすべてについてファミリーネームのみを










マ字アルファベット使用言語の文献の場合は半角コロン（ : ）で示す。  
5-3  参考文献表の表記 









1997  「高砂族の冠婚葬祭」『台湾原住民研究』2: 3-20． 
Watson, Rubie S. 
1985  Class Differences and Affinal Relationships in South China, Man16: 
593-615. 












ワークからの視点』末成道男（編），387-408 ページ，東京: 風響社． 
Watson, James L. 
1986  Anthropological Overview: The Development of Chinese Descent Group, 
In Kinship Organization in Late Imperial and Modern China, 1000-1940, 
edited by Ebrey, Patricia Buckley and James L. Watson, pp. 274-292, 
Berkeley: University of California Press. 
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1958  Lineage Organization in Southeastern China, London: The Athlone 
Press. 










2004  『変容する東南アジア社会──民族・宗教・文化の動態』東京: めこん． 
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1974(1938)  「台湾高砂族の父系制における母族の地位」『馬淵東一著作集 第三巻』









開年）＝“ページ名”＝半角ピリオド＝Accessed on Month Date, Year＝半角ピリオ
ド（改行）＝URL 




2014 「日・インドネシア外相会談（概要）」2014 年 3 月 10 日アクセス． 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/s_sa/sea2/id/page3_000680.html 
Department of Statistics, Malaysia 










6-1  注は脚注とする。文中で言及する場合は，必ず「注」と記す。「註」は使用しない。 







6-4  注は原稿枚数に含まれる。枚数の 10％以内を注の分量の目安とする（たとえば 50
枚の場合は 5 枚以内）。 
7. 図・表・写真 
7-1  図，表，写真は，原則として執筆者が作成したものをそのまま掲載する。本文中に挿
入箇所を分かりやすく示すこと（例: 「→図 1 を挿入」）。 
7-2  図，表，写真には，通し番号をつける（例: 図 1，図 2…，表 1，表 2…）。また，番
号だけでなく必ず表題またはキャプションをつける。 
7-3  図および写真の表題（またはキャプション）は下，表の表題は上に記す。 








9-1  入力画面では区別がつかなくても，印字するとその差が目立つ文字，記号。 
   例: ー（長音）と―（ハイフン）  





















































  a) 一部の用語，表現，パラグラフ等について，書き直しを必要とする 
  b) 一部の章または節について，書き直しを必要とする 







本規定は，2014 年 4 月 1 日から施行する。 
 
 









翻訳 1 本に加えて, フィールド通信 1 本, 追
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